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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 9月 22日 (2006.9.22)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ア ク リ ル 製 バ ッ グ と 、
　 前 記 バ ッ グ の 内 部 へ の 進 入 路 を 提 供 す る 充 填 進 入 路 と 、
　 前 記 バ ッ グ が 外 部 に 固 定 さ れ て い る チ ュ ー ブ と 、
　 を 備 え る 、 補 綴 イ ン プ ラ ン ト 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 補 綴 イ ン プ ラ ン ト が ラ グ ね じ を さ ら に 備 え 、 該 ラ グ ね じ が 、
　 前 記 チ ュ ー ブ の 内 部 形 状 と 協 働 し て 該 ラ グ 骨 ね じ と 前 記 チ ュ ー ブ と の 軸 方 向 の 相 対 移 動
を 可 能 に し 且 つ 該 ラ グ 骨 ね じ と 前 記 チ ュ ー ブ と の 相 対 的 な 回 転 移 動 を 阻 止 す る 外 部 形 状 を
有 す る シ ャ フ ト 部 と 、
　 前 記 シ ャ フ ト 部 に 回 転 可 能 に 接 続 さ れ た ね じ 頭 部 と 、
　 を 備 え る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 補 綴 イ ン プ ラ ン ト 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 ラ グ 骨 ね じ シ ャ フ ト 部 が 細 長 い 内 部 穴 を 含 み 、 前 記 ね じ 頭 部 が 回 転 可 能 な 駆 動 器 具
と 選 択 的 に 係 合 す る た め の 駆 動 コ ネ ク タ を 含 み 、 前 記 ラ グ 骨 ね じ シ ャ フ ト 部 の 細 長 い 内 部
穴 が 前 記 駆 動 コ ネ ク タ へ の 進 入 路 と な っ て い る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 補 綴 イ ン プ ラ ン ト 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 ラ グ 骨 ね じ シ ャ フ ト 部 が 該 シ ャ フ ト 部 の 近 位 端 部 か ら 該 シ ャ フ ト 部 の 遠 位 端 部 ま で
湾 曲 し て お り 、 前 記 チ ュ ー ブ が 該 チ ュ ー ブ の 近 位 端 部 か ら 該 チ ュ ー ブ の 遠 位 端 部 ま で 湾 曲
し て お り 、 前 記 チ ュ ー ブ 及 び 前 記 ラ グ 骨 ね じ シ ャ フ ト 部 が 概 略 同 一 の 曲 率 を 有 し 、 前 記 ラ
グ 骨 ね じ シ ャ フ ト 部 が 前 記 チ ュ ー ブ 内 に 配 置 さ れ る と き 前 記 ラ グ 骨 ね じ シ ャ フ ト 部 が 前 記
チ ュ ー ブ に 対 し て 摺 動 可 能 に な っ て い る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 補 綴 イ ン プ ラ ン ト 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 補 綴 イ ン プ ラ ン ト が 充 填 チ ュ ー ブ を さ ら に 備 え 、 前 記 充 填 チ ュ ー ブ が 前 記 進 入 路 を
提 供 す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 補 綴 イ ン プ ラ ン ト 。



【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 充 填 チ ュ ー ブ が 長 さ 部 分 を 有 し 、 前 記 長 さ 部 分 が 前 記 バ ッ グ の 逆 行 充 填 を 可 能 に す
る サ イ ズ で あ る 、 請 求 項 ５ に 記 載 の 補 綴 イ ン プ ラ ン ト 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 バ ッ グ 内 に 配 置 さ れ た 実 質 的 に Ｖ 字 形 の 拡 張 バ ー を さ ら に 備 え る 、 請 求 項 １ に 記 載
の 補 綴 イ ン プ ラ ン ト 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 ３ ６ に 示 さ れ て い る よ う に 、 旋 回 リ ー マ 旋 回 軸 ２ １ ６ は 、 旋 回 ピ ン ２ １ ８ を 介 し て 旋
回 リ ー マ ガ イ ド チ ュ ー ブ ２ ０ ４ に 軸 旋 回 可 能 に 接 続 さ れ る 。 図 ３ ８ に 示 さ れ て い る よ う に
、 旋 回 リ ー マ 旋 回 軸 ２ １ ６ は 、 リ ー マ シ ャ フ ト 周 り に 配 置 さ れ 、 そ の 軸 方 向 の 両 端
部 で 旋 回 リ ー マ シ ャ フ ト ２ ０ ８ の 拡 大 部 分 ２ ２ ２ 及 び フ ラ ン ジ ２ ２ ０ と 当 接 し て 、 旋 回 リ
ー マ ヘ ッ ド ２ ０ ６ の 軸 方 向 の 移 動 を 防 止 す る 。 図 ７ 及 び 図 ８ に 示 さ れ 且 つ 上 記 で 説 明 さ れ
た よ う に 、 旋 回 リ ー マ ２ ０ ２ の 配 向 は 、 図 ７ に 示 さ れ て い る よ う な 大 腿 骨 頭 １ １ ４ に 向 か
う 旋 回 リ ー マ 加 工 並 び に 図 ８ に 示 さ れ て い る よ う な 大 腿 骨 幹 に 向 か う 旋 回 リ ー マ 加 工 に 適
す る よ う に １ ８ ０ 度 変 え ら れ る 。 例 え ば 図 ２ ３ ～ 図 ２ ５ 及 び 図 ２ ８ に 示 さ れ て い る よ う に
、 本 発 明 の ガ イ ド チ ュ ー ブ ／ レ ト ラ ク タ は 、 ガ イ ド チ ュ ー ブ ／ レ ト ラ ク タ を 再 配 置 す る こ
と な く 、 図 ７ に 示 さ れ て い る よ う な 大 腿 骨 頭 １ １ ４ に 向 か う 旋 回 リ ー マ 加 工 並 び に 図 ８ に
示 さ れ て い る よ う な 大 腿 骨 幹 に 向 か う 旋 回 リ ー マ 加 工 に 適 す る よ う に 、 対 向 す る 切 り 抜 き
部 ３ ０ ５ を 含 ん で い る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ８ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 使 用 の 際 、 旋 回 ／ 下 向 き 撓 曲 リ ー マ 組 立 体 ６ ３ ０ を 、 図 １ ０ ０ に 示 さ れ て い る 直 線 位 置
す な わ ち 非 撓 曲 位 置 か ら 図 １ ０ １ に 示 さ れ て い る 撓 曲 位 置 に 作 動 さ せ る こ と が で き る 。 旋
回 ／ 下 向 き 撓 曲 リ ー マ 組 立 体 ６ ３ ０ を 図 １ ０ ０ に 示 さ れ て い る 直 線 位 置 か ら 図 １ ０ １ に 示
さ れ て い る 撓 曲 位 置 に 作 動 さ せ る た め に 、 レ バ ー ハ ン ド ル ６ ８ ２ に 力 が 加 え ら れ て 、 旋 回
シ ャ フ ト ６ ７ １ 周 り に レ バ ー ハ ン ド ル ６ ８ ２ を ハ ン ド ル ６ ７ ０ に 向 か っ て 旋 回 さ せ る 。 レ
バ ー ハ ン ド ル ６ ８ ２ が こ の よ う に 作 動 さ れ る と 、 ケ ー ブ ル ロ ッ ド ６ ６ ４ は ハ ン ド ル ６ ７ ０
に 向 か っ て 引 っ 張 ら れ て 、 可 撓 性 ガ イ ド シ ャ フ ト ６ ５ ０ を 下 向 き に 撓 曲 さ せ る 。 特 に 、 ケ
ー ブ ル ６ ６ ２ は 可 撓 性 ガ イ ド シ ャ フ ト ６ ５ ０ の 下 部 を 内 向 き に 引 っ 張 っ て 、 可 撓 性 ガ イ ド
シ ャ フ ト ６ ５ ０ を 撓 曲 さ せ 、 そ れ に よ っ て 可 撓 性 ガ イ ド シ ャ フ ト ６ ５ ０ の 上 部 は 引 っ 張 ら
れ た 又 は 伸 び た 状 態 に な り 、 可 撓 性 ガ イ ド シ ャ フ ト ６ ５ ０ の 下 部 は 圧 縮 さ れ た 状 態 に な る
。 図 １ ０ ０ ～ 図 １ ０ ２ に 示 さ れ て い る よ う に 、 下 向 き 撓 曲 リ ー マ ヘ ッ ド ６ ３ ４ は 、 そ の 長
さ に 沿 っ て 可 撓 性 を 有 し た 切 れ 目 を 含 ん で い る 。 旋 回 ／ 下 向 き 撓 曲 リ ー マ 組 立 体 ６ ３ ０ が
図 １ ０ ０ に 示 さ れ て い る 直 線 位 置 か ら 図 １ ０ １ に 示 さ れ て い る 撓 曲 位 置 に 作 動 さ せ ら れ る
と き 、 下 向 き 撓 曲 リ ー マ シ ャ フ ト は 下 向 き 撓 曲 リ ー マ ヘ ッ ド ６ ３ ４ の 可 撓 性 ガ イ ド シ ャ フ
ト 穴 ６ ３ ９ 内 に 配 置 さ れ る の で 、 可 撓 性 ガ イ ド シ ャ フ ト ６ ５ ０ が 上 述 の よ う に 撓 曲 す る と
、 下 向 き 撓 曲 リ ー マ ヘ ッ ド ６ ３ ４ は 同 様 に 下 向 き に 撓 曲 す る 。 図 １ ０ １ に 示 さ れ て い る よ
う に 、 レ バ ー ハ ン ド ル ６ ８ ２ の 爪 状 端 部 ６ ９ ０ は ラ チ ェ ッ ト バ ー ６ ９ ２ の 歯 と 係 合 し て 、
旋 回 ／ 下 向 き 撓 曲 リ ー マ 組 立 体 ６ ３ ０ を 図 の 作 動 位 置 に 保 持 す る 。 上 述 し た よ う に
、 ラ チ ェ ッ ト バ ー ６ ９ ２ は 、 板 ば ね に よ っ て ハ ン ド ル ６ ７ ０ に 向 か っ て 付 勢 さ れ て い る 。
図 に 示 さ れ て い る 作 動 位 置 か ら 旋 回 ／ 下 向 き 撓 曲 リ ー マ 組 立 体 ６ ３ ０ を 解 放 す る た
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め に 、 ラ チ ェ ッ ト バ ー ６ ９ ２ の 遠 位 端 部 を 下 向 き に す な わ ち ハ ン ド ル ６ ７ ０ か ら 離 す よ う
に 押 し て 、 レ バ ー ハ ン ド ル ６ ８ ２ の 爪 状 端 部 ６ ９ ０ を ラ チ ェ ッ ト バ ー ６ ９ ２ の 歯 と の 係 合
か ら 解 除 す る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ８ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 使 用 の 際 、 下 向 き 撓 曲 リ ー マ ヘ ッ ド ６ ３ ４ は 上 述 し た よ う に 大 腿 骨 １ ０ ８ に 形 成 さ れ る
進 入 路 １ ０ １ ’ を 通 し て 挿 入 さ れ る 。 図 １ ０ ３ に 示 さ れ て い る よ う に 、 最 初 の 挿 入 の 際 、
下 向 き 撓 曲 リ ー マ ヘ ッ ド ６ ３ ４ は 図 １ ０ ３ に 示 さ れ て い る よ う に 可 撓 性 ガ イ ド シ ャ フ ト ６
５ ０ の 周 り に 配 置 さ れ る 。 図 に 示 さ れ て い る よ う に 、 旋 回 ／ 下 向 き 撓 曲 リ ー マ 組 立
体 ６ ３ ０ が 図 １ ０ ３ に 示 さ れ て い る よ う に イ ン プ ラ ン ト 用 空 洞 ２ ２ ４ ’ を 延 長 さ せ る た め
に 利 用 さ れ る 場 合 、 工 具 ハ ウ ジ ン グ ６ ３ ２ は 大 転 子 １ １ ０ に 当 接 し て い る 。 下 向 き 撓 曲 リ
ー マ ヘ ッ ド ６ ３ ４ を 大 腿 骨 １ ０ ８ の 進 入 路 １ ０ １ ’ を 通 し て 挿 入 す る と き 、 下 向 き 撓 曲 リ
ー マ ヘ ッ ド ６ ３ ４ は 、 作 動 装 置 を 下 向 き 撓 曲 リ ー マ シ ャ フ ト ６ ４ ４ の チ ャ ッ ク 端 部 ６ ４ ８
に 結 合 し て こ れ に 回 転 運 動 を 与 え る こ と に よ っ て 作 動 さ れ る 。 大 腿 骨 か ら 骨 を リ ー マ 加 工
で 除 去 す る た め に 回 転 す る 下 向 き 撓 曲 リ ー マ ヘ ッ ド ６ ３ ４ の 場 合 、 旋 回 ／ 下 向 き 撓 曲 リ ー
マ 組 立 体 は 図 １ ０ ０ に 示 さ れ て い る 直 線 位 置 す な わ ち 非 撓 曲 位 置 か ら 図 １ ０ １ に 示 さ れ て
い る 撓 曲 位 置 に 作 動 さ せ ら れ て 、 図 ９ ４ に 示 さ れ て い る よ う に 上 向 き 撓 曲 リ ー マ ６ ０ ０ に
よ っ て 形 成 さ れ る 大 腿 骨 頭 側 の 腕 状 部 ２ ５ ６ ’ か ら 大 腿 骨 １ ０ ８ の 骨 幹 に 向 か っ て イ ン プ
ラ ン ト 用 空 洞 ２ ２ ４ を 延 長 さ せ る 。 図 １ ０ ０ に 示 さ れ て い る 直 線 位 置 す な わ ち 非 撓 曲 位 置
か ら 図 １ ０ １ に 示 さ れ て い る 撓 曲 位 置 へ の 旋 回 ／ 下 向 き 撓 曲 リ ー マ 組 立 体 ６ ３ ０ の 作 動 は
、 一 般 に 、 上 述 し た よ う に 旋 回 タ イ プ の リ ー マ 加 工 を 実 施 す る 。 旋 回 リ ー マ 加 工 が 完 了 し
た 後 、 下 向 き 撓 曲 リ ー マ シ ャ フ ト ６ ４ ４ の チ ャ ッ ク 端 部 を 工 具 ハ ウ ジ ン グ ６ ３ ２ 内 で 前 進
さ せ て 、 下 向 き 撓 曲 リ ー マ ヘ ッ ド ６ ３ ４ を 大 腿 骨 の 骨 髄 内 管 内 に 前 進 さ せ る 。 下 向 き 撓 曲
リ ー マ ヘ ッ ド ６ ３ ４ が 工 具 ハ ウ ジ ン グ ６ ３ ２ に 対 し て 相 対 的 に 前 進 す る と き 、 下 向 き 撓 曲
リ ー マ ヘ ッ ド ６ ３ ４ は 可 撓 性 ガ イ ド シ ャ フ ト ６ ５ ０ に 対 し て も 相 対 的 に 前 進 す る の で 、 結
局 、 下 向 き 撓 曲 リ ー マ ヘ ッ ド ６ ３ ４ は 可 撓 性 ガ イ ド シ ャ フ ト ６ ５ ０ と の 係 合 状 態 か ら 解 除
さ れ て 移 動 す る 。 す な わ ち 、 可 撓 性 ガ イ ド シ ャ フ ト ６ ５ ０ は も は や 下 向 き 撓 曲 リ ー マ ヘ ッ
ド ６ ３ ４ の 可 撓 性 ガ イ ド シ ャ フ ト 穴 ６ ３ ９ （ 図 １ ０ ２ を 参 照 の こ と ） 内 に は な い 。 下 向 き
撓 曲 リ ー マ ヘ ッ ド ６ ３ ４ が 大 腿 骨 １ ０ ８ の 骨 髄 内 管 に 向 か っ て 前 進 す る と き 、 可 撓 性 ガ イ
ド シ ャ フ ト ６ ５ ０ に よ っ て 与 え ら れ る 曲 率 の た め 、 ま た 骨 髄 内 管 を 占 め る 海 綿 状 骨 が 比 較
的 柔 ら か く そ れ に 対 し て 大 腿 骨 の 皮 質 骨 が 比 較 的 硬 い た め 、 下 向 き 撓 曲 リ ー マ ヘ ッ ド ６ ３
４ は 可 撓 性 ガ イ ド シ ャ フ ト ６ ５ ０ と の 係 合 状 態 か ら 解 除 さ れ て 、 大 腿 骨 の 骨 髄 内 管 内 に 向
か う 。 大 腿 骨 １ ０ ８ の 骨 髄 内 管 内 へ の 下 向 き 撓 曲 リ ー マ ヘ ッ ド ６ ３ ４ の 適 切 な 動 き を 容 易
に す る た め に 、 下 向 き 撓 曲 リ ー マ ヘ ッ ド ６ ３ ４ は 、 一 般 に 、 例 え ば 図 １ ０ ０ ～ 図 １ ０ ３ に
示 さ れ る よ う な 弾 丸 形 で あ る 。 弾 丸 形 の 下 向 き 撓 曲 リ ー マ ヘ ッ ド ６ ３ ４ の 遠 位 端 部 は 、 よ
り 硬 い 大 腿 骨 の 皮 質 壁 で 跳 ね 返 っ て 、 上 述 し た よ う に 骨 髄 内 管 内 に 向 か う 。
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